令和５年度成田富里いずみ清掃工場
溶融メタル売払契約（単価契約）その２　契約書（案）
　
売渡人　成田市（以下「甲」という。）と、買受人　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、下記のとおり契約を締結するものとする。
（目的）
第１条　甲は乙に対して、成田富里いずみ清掃工場における廃棄物処理過程で発生した溶融メタル（以下「売払品」）を資源物として売り渡し、乙はこれを買い受け、資源物として全量適正に処理するものとする。
　（契約期間）

第２条　本契約は、契約日の翌日から令和６年３月３１日までとする。
　（売払価格）

第３条　売払品の売払価格は、次の金額に消費税額および地方消費税の額を乗じた金額とする。

(1)　溶融メタル　１トン当たり　　　　　円
　（引取条件）

第４条　甲乙間の引取条件については、次のとおりとする。

	引取条件
	甲の施設（下記）にて引き渡し
施設名：成田富里いずみ清掃工場
住所　：千葉県成田市小泉344番地1 

	使用車両
	甲があらかじめ認めた車両による

	引　取　数　量
	フレコンバッグ１袋以上


２　前項に定める引取条件には、乙が本契約に定める引き渡し場所から乙の施設までの運搬に必要な費用のすべてを含むものとし、乙が負担する。

　（報告）

第５条　乙は、売払品売渡しの遂行の都度、数量を月単位で集計し、書面で甲に報告するものとする。
　（義務）
第６条　甲は、売払品に乙が資源物として使用するのに支障を生じさせる恐れのある物資が混入しないように努めなければならない。
　（売払価格の支払い）

第７条　甲の売払価格は、第３条にて定める単価に基づき算出する。

２　甲は、前項に基づき算出した額を月単位で乙に請求し、乙は請求書を受理した時は定められた期限内に指定された金融機関に納付するものとする。
　（機密保持）
第８条　甲及び乙は、業務遂行上知り得た業務上の機密を、本契約の契約期間中及び当該契約期間の終了後も第三者に漏らしてはならない。

（引取り遅延の承認）
第９条　乙は、売払品の引取りについて、天災その他正当な理由により引取りが遅延するおそれがある時は、直ちに甲にその事由を届出し、遅延の承認を求めるものとする。
　（費用の負担）
第１０条　本契約に要する費用は、全て乙の負担とする。
　（禁止事項）

第１１条　乙は、甲の売払品及び本契約に基づいて生ずる一切の権利義務を第三者に対し、譲渡してはならない。ただし、あらかじめ甲の承諾を得た場合は、この限りでない。
　（契約の解除）

第１２条　甲及び乙は、相手方が次の各号のいずれかに該当したときは、本契約の契約期間中であっても、何等の催告なしに直ちに本契約の全部又は一部を解除することができる。

(１)　行政機関より乙の業務の遂行に支障をきたすような命令、指導等を受けたとき。

(２)　破産の申し立て等の事実が生じたとき。

(３)　第三者より仮差押、仮処分、強制執行を受ける等、資産状況が極度に悪化したとき。

(４)　解散、合併又は営業の重要な部分を譲渡したとき。

２　甲又は乙は、相手方が本契約の義務に違反したときは、相当の期間を定めて義務の履行を催告し、なお義務が履行されないときは、本契約の全部又は一部を解除することができる。

３　本条による解除は、甲又は乙による相手方に対する損害賠償請求を妨げるものではない。
（解除できない場合）

第１３条　前条の規定又は法令の規制等によりこの契約を解除できる場合であっても、乙が第３条に定める売渡価格を滞納している場合は、その支払いが終了した後でなければ契約は解除できない。

　（損害賠償）
第１４条　乙は、本契約の遂行に関連して事故があった場合、又は第三者に対して損害を与えた場合は、乙が一切の責任を負うものとする。
２　乙の責任に帰する事由により甲が損害を受けた場合、甲は乙に対し、その損害の賠償を請求できるものとする。
　（協議事項）

第１５条　本契約の規定の解釈又はこれに規定なき事項について、甲乙間に疑義が生じたときは、その都度甲乙誠意をもって協議し、解決するものとする。

本契約締結の証として本書を２通作成し、甲乙記名捺印のうえ各１通を保有するものとする。

年　　月　　日

甲：千葉県成田市花崎町７６０番地
　　成田市

　　成田市長　小 泉 一 成　　　印
乙：　　　　　　　　　　　　　印
